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２
　
調
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一
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一
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一
〇
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鰯
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
上
村
和
直

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
離
宮
跡

６
　
注退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期

７
　
迫還
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八

一
年
度
に
実
施
し
た
鳥
羽
離
官
跡
の
発
掘
調
査
は
五
個
所
あ
り
、
木

筒
の
出
土
し
た
調
査
は
第
七
二
次
調
査
で
あ
る
。

第
七
二
次
調
査
地
は
鳥
羽
離

宮
内
の
田
中
殿
地
区
に
推
定
さ

れ
て
い
る
。
以
前
に
行
な
わ
れ

た
周
辺
の
調
査
で
は
、
本
調
査

地
の
北
東
約

一
〇
〇
ｍ
の
地
点

で
堆
定
田
中
殿
建
物
群
を
、
南

西
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
で
は
推

定
金
剛
心
暁
九
然
阿
秀
陀
堂
を

検
出
し
て
い
る
。
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第
七
二
次
調
査
で
は
四
面
の
遺
構
面
を
検
出
し
た
。
第

一
面
で
は
平
安
時
代

後
期
の
道
路
跡
、
第
二
を
四
面
で
は
古
墳
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
、
木
簡
の
出

土
し
た
遺
構
は
第

一
面
の
道
路
側
溝
跡
で
あ
る
。

第

一
面
で
は
調
査
区
全
面
に
東
西
方
向
の
道
路
跡
と
両
側
濤
を
検
出
し
た
。

路
面
幅
は
約

一
〇
ｍ
で
路
面
は
東
か
ら
西
へ
向

っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。

路
面
上
に
は
細
か
な
礫
を
敷
い
て
い
る
。
道
路
の
南
北
に
は
素
掘
の
側
溝
を
検

出
し
た
。
側
溝
幅
は
北
側
が
約
六
ｍ
、
南
側
は
四
ｍ
検
出
し
た
。
深
さ
は
い
ず

れ
も

一
・
二
ｍ
で
あ
る
。
溝
の
形
状
は
逆
台
形
を
塁
し
、底
部
は
平
坦
で
あ
る
。

検
出
し
た
道
路
跡
は
水
田
地
割
等
か
ら
復
原
さ
れ
た
鳥
羽
離
宮
域
地
割
り
の

路
面
敷
と

一
致
し
て
い
る
。
鳥
羽
離
宮
関
係
の
文
献
史
料
の
検
討
を
行
な
っ
た

と
こ
ろ
、
今
回
検
出
し
た
道
路
跡
は
平
安
京
の
朱
雀
大
路
の
南
延

長

で
あ

る

「蔦
羽
作
り
道
」
か
ら
蔦
羽
離
官
北
殿
を
通
り
、
東
殿
に
至
る
東
西
方
向
の
幹

線
道
路
で
あ
る

「北
大
路
」
に
推
定
す
る
事
が
で
き
る
。

木
衛
は
道
路
跡
の
北
側
溝
よ
り
出
土
し
た
。
溝
の
埋
土
は
大
き
く
三
層
に
分

か
れ
、
上
層
は
泥
上
で
一
二
世
紀
ｉ

一
三
世
紀
の
上
器
を
含
ん
で
い
る
。
中

。

下
層
は
砂
泥
で
特
に
下
層
に
は
木
質
を
多
く
含
む
。
木
簡
は
こ
の
う
ち
下
層
か

ら
出
土
し
、
伴
出
し
た
遺
物
に
は
土
師
器

・
須
恵
器

・
瓦
器

・
陶
器

・
磁
器
な

ど
の
土
器
類
の
他
、
人
形

・
扇

・
櫛

・
漆
器
椀

・
玉

・
下
駄

・
陽
物
形
な
ど
の

木
製
品
が
あ
る
。
中

・
下
層
よ
り
出
上
し
た
土
器
類
は
器
種
構
成
や
、
土
師
器

の
形
態

。
調
整
手
法
等
か
ら
考
え
、　
一
一
世
紀
末
を

一
二
世
紀
後
半
に
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
、
木
簡
の
破
棄
さ
れ
た
の
も
そ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

「
＜
百
済
寺
　
別
営
御
房
御
所
　
権
寺
主
庚
厳
上
＜
」

出
露
牌マ
『
憂

木
簡
は
一
点
の
み
の
出
上
で
、
上

・
下
端
の
側
面
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付

札
状
の
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
権
寺
主
廣
厳
よ
り
、
百
済
寺
の
別
営
宛
に
出
さ

れ
た
も
の
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
木
衝
解
読
に
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
鬼
頭
清
明

・
加
藤
優
氏
に
御

指
導
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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観
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